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下
河
辺
庄
新
方
「
お
ま
」
の
「
田
地
」
を
探
る

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
月
三
日
の
「
下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
」（
金
沢
文
庫
文
書

通
し
番
号

五
三
九
五
号
／
整
理
番
号

七
八
号
）
に
記

載
さ
れ
る
「
お
ま
」
の
地
は
、『
越
谷
市
史
』（
一
九
七
五
）（

1
）

を
は
じ
め
、『
三
郷
市
史
』（
一
九
九
〇
）（

2
）

、『
春
日
部
市
史
』（
一
九
九
四
）（

3
）

、

『
吉
川
市
史
』（
二
〇
〇
九
）（

4
）

、（
二
〇
一
四
）（

5
）

な
ど
（

6
）（

7
）（

8
）

で
、
現
越
谷
市
恩
間
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
お
ま
」
及
び
「
お
ま
」

の
「
田
地
」
の
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

「
お
ま
」
の
地
に
比
定
さ
れ
る
現
越
谷
市
恩
間
を
含
む
地
域
は
、
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
「
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
し
て
施
行
中

で
あ
る
が
、「
お
ま
」
及
び
「
お
ま
」
の
「
田
地
」
の
具
体
的
な
場
所
を
決
定
づ
け
る
考
古
学
的
な
発
見
及
び
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
今
回
筆

者
は
、
先
行
研
究
の
成
果
か
ら
「
下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
「
お
ま
」
の
「
田
地
」
の
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

一
・
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
月
三
日
「
下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
」

嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
月
三
日

下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
（
金
沢
文
庫
文
書

通
し
番
号

五
三
九
五
号
／
整
理
番
号

七
八
号
）

（
端
裏
書
（
は
し
う
ら
が
き
））

「
新
方
検
見
帳

嘉
暦
元
年
」

（
免
）

に
い
か
た
の
け
ん
ミ
ち
や
う

十
丁
め
ん
分

（
恩
間
）

お
ま
の
分

合

四
反
卅
分

ま
こ
二
郎

四
反
六
十
分

し
よ
う
三
郎

五
反

へ
い
二
郎

四
反
六
十
分

い
や
と
う
し

五
反

く
ゑ
さ
う
三
郎

已
上
四
丁

分
米
八
石

合
二
丁
二
反
小
卅
分

七

一
丁
六
反
半
卅
分
そ
ん

゛

七

三
石
五
斗
一
升
六
合゙

五

一

分
米
四
石
四
斗
二
升
五
合

゛

゛

（
恩
間
）

お
ま
の
分

七
反

大
夫
五
郎

六
反
大

ち
う
大
郎

九
反
九
十
分

又
大
郎

三
反
小

五
郎
四
郎

三
反
半

ま
こ
三
郎

八
反
三
十
分

大
夫
六
郎
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□
反
小

せ
ん
け
う

□
反
七
十
分

に
う
ゑ
ん

四
反
三
百
分

二
郎
大
郎

□
□
九
十
分

い
や
大
郎

二
丹
三
百
卅
分

ゆ
い
く
わ
ん

□
反
七
十
五
分

い
や
三
郎

□
反
大
卅
分

大
夫
大
郎

四
反

六
郎
二
郎

四
反
十
分

ま
こ
大
郎

（
得
田
）

合

八
丁
四
反
小
十
五
分

と
く
て
ん

已
上

分
米

十
六
石
九
斗
六
升
二
合

そ
ん
十
二
石
七
斗
□
升
五
合

（
損
）

そ
ん
の
分
田

六
丁
三
反
小
四
十
五
分

已
上
十
四
丁
七
反
三
百
分

分
米
廿
九
石
五
斗
七
升
七
合

七

ち
ゃ
う
の
米

合
廿
一
石
四
斗
九
升
七
合

゛

□
□
分
八
丁
一
反
十
五
分

十
六
石
二
斗
四
升
一
合そ

ん

（
嘉
暦
）（
元
）

か
り
ゃ
く
わ
ん
年
十
月
三
日へ

い
太
郎

（
花
押
）

ち
ゃ
く
わ
う
（
花
押
）（

9
）

（
筆
者
注

一
町
（
町
歩
）
は
、
九
九
一
七
・
三
五
五
㎡
。「
お
ま
」
の
「
検

見
対
象
面
積
（「
田
地
」）」
で
あ
る
約
十
四
町
（
町
歩
）
は
、
約
一
三
八
八
四

二
・
九
七
㎡
。
計
算
の
た
め
に
、「
お
ま
」
の
「
検
見
対
象
面
積
（「
田
地
」）」

を
「
正
方
形
」
と
仮
定
す
る
と
、
一
辺
は
、
約
三
七
二
・
六
ｍ
に
な
る
）

鈴
木

哲
雄
（
一
九
八
四
）（
二
〇
〇
五
）
は
、「
下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

こ
の
検
見
帳
は
、「
十
丁
め
ん
（
免
）
分
」
と
「
お
ま
（
恩
間
）
の
分
」
ご
と
に
、
請
作
面
積
と
請
作
者
＝
百
姓
の
名
を
書
き
上
げ
、
小
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
前
半
部
分
は
記
載
は
な
い
が
、「
十
丁
め
ん
分
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
小
計
で
は
、
ま
ず
「
已
上
四
丁

分
米
八
合
」

と
し
て
、
本
来
の
耕
地
面
積
で
あ
る
検
見
対
象
面
積
と
分
米
が
記
さ
れ
る
。
次
に
「
合
」
と
し
て
、
百
姓
請
作
面
積
の
合
計
「
二
丁
二
反
小
卅
分
」

と
そ
れ
に
対
す
る
分
米
高
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
余
白
に
は
「
そ
ん
」
と
し
て
損
田
面
積
と
そ
の
分
米
高
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
百
姓
請

作
面
積
と
そ
の
合
計
「
二
丁
二
反
小
卅
分
」
と
は
、
得
田
を
意
味
し
て
い
た
。「
お
ま
の
分
」
の
小
計
で
は
、
ま
ず
「
合
」
と
し
て
、
百
姓
請
作
面

積
＝
得
田
面
積
と
分
米
高
が
記
さ
れ
、
次
に
「
そ
ん
の
分
田
」
と
し
て
損
田
面
積
が
書
か
れ
、
そ
の
右
下
余
白
に
損
田
分
の
分
米
高
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
あ
と
に
、
本
来
の
耕
地
面
積
で
あ
る
検
見
対
象
面
積
と
分
米
高
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
ち
や
う(

定)

の
米
」
と
し
て
、「
十
丁
め
ん
分
」
と
「
お
ま
の
分
」
と
の
得
田
分
の
分
米
高
の
合
計
と
、
損
田
分
の
合
計
面
積
と
そ
の
分
米
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。

表
４

十
丁
免
と
恩
間
の
分
米
高

十
丁
め
ん
（
免
）
分

合

四
丁

分
米

八
石

得
田
二
丁
二
反
一
五
〇
歩

四
石
五
斗
一
升
五
合
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損
田
一
丁
七
反
二
一
〇
歩

三
石
五
斗
一
升
七
合

《

得
田
率
＝
得
田
／
合

≒

五
六
％

》

お
ま
（
恩
間
）
の
分

合

一
四
丁
七
反
三
〇
〇
歩

分
米

二
九
石
五
斗
七
升
七
合

得
田
八
丁
四
反
一
三
五
歩

一
六
石
九
斗
六
升
二
合

損
田
六
丁
三
反
一
六
五
歩

一
二
石
七
斗
□
升
五
合

《

得
田
率
＝
得
田
／
合

≒

五
七
％

》

ち
ゃ
う
の
米
＝
定
米

二
一
石
四
斗
七
升
七
合

損
分

八
丁
一
反
一
五
歩

一
六
石
二
斗
四
升
一
合

「
十
丁
め
ん
分
」
に
つ
い
て
は
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）（
筆
者
注

貞
治
二
年
（
一
三
六
三
））
の
称
名
寺
寺
領
年
貢
納
帳
（

10
）

、「
肆
拾
捌

石
弐
斗
赤
岩
年
貢
分
納
」
と
と
も
に
「
染
石
参
斗
伍
升
十
丁
免
年
貢
分
納
」
と
み
え
、「
年
貢
分
納
」
が
七
石
三
斗
五
升
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
先
述
の
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
の
下
河
辺
庄
赤
岩
郷
年
貢
銭
結
解
状
（

11
）

に
も
、「
国
下
行
注
文
」
と
し
て
「
拾
陸
貫
参
壱
佰
文

新
方
十
町
目
請
取
之
時
勘
料
、
此
内
三
百
文
茶
一
斤
代
」
と
あ
り
、
鎌
倉
末
期
の
検
見
帳
作
成
後
も
称
名
寺
領
内
の
免
田
型
の
庄
田
と
し
て
確
認

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
位
置
の
比
定
は
で
き
な
い
（

12
）

他
方
、「
お
ま
の
分
」
は
他
の
史
料
で
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
新
方
内
の
西
南
に
位
置
す

る
春
日
部
市
（
筆
者
注

越
谷
市
）
恩
間
に
比
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
耕
地
形
態
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
称
名
寺
領
下
河
辺
庄
新
方
の
耕
地
形
態
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、「
十
丁
め
ん
分
」
の
耕
地
四
町
、「
お
ま
の
分
」
の
耕
地
一
四
町
七
反
三
〇
〇
歩
の
う
ち
、
得
田
率
五
六
な
い
し
五

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
他
は
損
田
で
あ
り
、
耕
地
の
不
安
定
性
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

②
百
姓
請
作
面
積
は
、「
十
丁
め
ん
分
」
で
は
四
反
三
〇
歩
か
ら
五
反
、「
お
ま
の
分
」
で
は
欠
損
部
分
を
除
き
二
反
三
三
〇
歩
か
ら
九
反
九
〇

歩
で
あ
る
。
と
も
に
一
町
を
こ
え
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
小
規
模
性
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
、
請
作
地
は
不
安
定
耕
地
内
に
散
在
的
に
経
営

さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

③
「
お
ま
の
分
」
に
比
定
さ
れ
る
恩
間
は
、
図
７
（
筆
者
注

省
略
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
元
荒
川
の
蛇
行
跡
（
中
世
の
荒
川
（
筆
者

注

中
世
の
利
根
川
））
左
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
②
の
よ
う
な
形
態
を
も
つ
「
お
ま
の
分
」
の
水
田
耕
地
は
、

中
世
荒
川
（
筆
者
注

中
世
利
根
川
）
左
岸
の
自
然
堤
防
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。「
十
丁
め
ん
分
」
も
「
お
ま
の

分
」
と
同
様
の
形
態
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
新
方
内
の
自
然
堤
防
周
辺
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
末
期
、
古
隅
田
川
地
域
内
の
下
河
辺
庄
新
方
で
は
、
自
然
堤
防
に
沿
っ
て
四
町
な
い
し
一
四
～
一
五
町
の
水
田
耕
地
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
開
発
＝
散
田
さ
れ
、
耕
地
さ
れ
た
得
田
の
比
率
は
五
六
～
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
個
々

の
百
姓
に
請
作
さ
れ
た
得
田
面
積
は
一
町
以
下
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
新
方
内
の
北
端
、
古
隅
田
川
の
自
然
堤
防
上

に
位
置
す
る
春
日
部
郷
で
、
在
地
領
主
春
日
部
氏
に
よ
っ
て
自
然
堤
防
周
辺
の
水
田
が
開
発
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
こ
と
と
一
致
す
る
。

ま
た
、
鎌
倉
末
期
で
も
、
自
然
堤
防
周
辺
の
可
耕
地
内
に
お
い
て
、
損
田
率
が
高
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

こ
そ
が
、
鎌
倉
幕
府
の
再
三
に
わ
た
る
地
頭
へ
の
開
発
命
令
を
必
要
と
さ
せ
た
理
由
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
築
堤
と
灌
漑
用
水
も
こ
の
よ
う
な
耕
地

形
態
の
水
田
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。[

中
略]

ま
た
、
古
隅
田
川
地
域
内
で
一
町
以
下
の
小
規
模
な
水
田
を
請
作
し
た
百
姓
の
生
活
の
場
が
、
新
方
で
は
自
然
堤
防
上
に
、
慈
恩
寺
台
地
側
で

は
台
地
上
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
古
隅
田
川
地
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
＝
中
世
利
根
川
流
域
の
中
世
的
村
落
景
観

は
、
洪
積
台
地
上
お
よ
び
利
根
川
等
の
大
河
川
の
自
然
堤
防
上
に
、
百
姓
の
生
活
の
場
（
＝
園
宅
地
を
含
む
「
在
家
」、
お
よ
び
広
範
な
畠
地
）
が

あ
り
、
そ
の
周
辺
に
不
安
定
な
水
田
耕
地
が
広
が
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
中
世
的
な
耕
地
拡
大
の
特
質
は
、
自
然
堤
防

を
利
用
し
た
築
堤
と
灌
漑
用
水
の
確
保
に
よ
る
不
安
定
耕
地
の
安
定
化
と
、
自
然
堤
防
の
周
辺
か
ら
低
湿
地
の
中
央
部
へ
と
徐
々
に
水
田
耕
地
を

広
げ
て
い
く
方
式
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
方
内
の
「
十
丁
め
ん
分
」
に
お
い
て
、
嘉
暦
元
年
の
検
見
帳
で
は
「
分
米
四
石
五
斗
一
升
五
合
」

が
、
貞
治
元
年
（
筆
者
注

貞
治
二
年
）
の
称
名
寺
寺
領
年
貢
貢
納
帳
で
は
「
七
石
三
斗
五
升
」
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
て
お
い
た
が
、

八
石
に
近
い
後
者
の
年
貢
高
は
、
南
北
朝
時
代
を
へ
て
検
見
対
象
地
四
町
の
ほ
と
ん
ど
が
得
田
化
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（

13
）

二
・
下
総
国
下
河
辺
庄
新
方
は
、「
湿
田
低
地
型
」
の
中
世
村
落

原
田

信
男
（
一
九
九
九
）
は
、
下
総
国
下
河
辺
庄
新
方
は
、
中
世
の
「
村
落
景
観
の
諸
類
型
と
地
形
条
件
」
の
内
で
、「
沖
積
低
地
悪
水
地
帯
」

の
「
湿
田
低
地
型
」（

14
）

で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「明治前期測量

二万分の一フランス式彩色地図

一 第一軍管地方二万分一迅速測図 一

埼玉県武蔵国南埼玉郡平方村及恩間邨近傍」

を加筆して引用（「図１」）↓
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湿
田
低
地
型
の
中
世
村
落

[
前
略]

下
総
国
下
河
辺
庄
は
、
古
利
根
川
の
上
流
東
部
の
沖
積
地
か
ら
な
る
河
辺
（
下
方
）
を
中
心
と
し
て
、
同
じ
く
下
流
部
分
の
新
方
と
、

北
端
の
低
い
洪
積
台
地
を
主
体
と
し
た
野
方
（
上
方
）
と
い
う
三
つ
の
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。[

中
略]

沖
積
低
地
を
中
心
と
す
る
新
方
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
末
期
の
土
地
台
帳
が
残
り
、
畠
地
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
水
田
の
状
況
を
わ
ず
か

な
が
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
月
三
日
の
下
河
辺
荘
新
方
検
見
帳
（『
金
沢
文
庫
文
書
』
五
三
五
五
号
）
に
は
、

「
十
丁
め
ん
分
」
と
「
お
ま
の
分
」
の
田
地
の
書
き
上
げ
が
あ
り
、
農
民
名
や
分
米
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
十
丁
め
ん
」
は
不
明
で

あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
広
大
な
免
田
の
意
で
新
開
地
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
お
ま
」
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
越
谷
市
恩
間
に

比
定
さ
れ
、
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
中
世
村
落
で
、
そ
の
集
落
は
自
然
堤
防
上
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
本
文
書
に
よ
れ
ば
、「
お
ま
」」
に
は

水
田
が
八
丁
四
反
一
三
五
歩
ほ
ど
あ
り
、
一
六
石
九
斗
六
升
二
合
の
年
貢
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
う
ち
六
丁
三
反
一
六
五
歩
が
損
田
で
、
一
二
石

七
斗
余
の
分
米
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
水
田
の
う
ち
七
五
・
二
％
（
マ
マ
）

は
耕
作
が
不
可
能
で
あ
り
、
水
田
を
擁
し
て
い
た
と
し
て
も
、

非
常
に
耕
地
条
件
が
劣
悪
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
関
東
平
野
で
は
、
自
然
堤
防
の
微
高
地
を
除
け
ば
湿
性
が
極
め
て
高
く
、
こ
の
た
め
用
排
水
路
の
設
定
が
困
難
で
、
特
に
中
世
に
お
い

て
は
沖
積
低
地
部
に
良
質
な
水
田
が
少
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
吾
妻
鏡
』
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
九
月
二
二
日
条
で
は
、
下

河
辺
行
光
に
関
し
て
「
自
二

幼
少
一

住
二

于
太
田
・
下
河
辺
等
田
畔
一

、
定
不
レ

馴
二

如
レ

此
狩
場
一

歟
之
由
」
と
記
し
て
お
り
、
下
河
辺
荘
に
畦
畔
を
と

も
な
っ
た
水
田
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
質
や
量
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
地
形
的
に
下
河
辺
荘

新
方
は
、
周
囲
に
水
が
溢
れ
る
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
良
質
な
水
田
の
少
な
い
湿
田
低
地
型
の
中
世
村
落
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。[

後
略]

（

15
）

結
び
に
か
え
て

①
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
月
三
日
「
下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
」
を
分
析
、
検
討
し
た
a
鈴
木

哲
雄
（
一
九
八
四
）（
二
〇
〇
五
）
の
「
得

田
率
＝
得
田
／
合

≒

五
七
％
」、「「
お
ま
の
分
」
の
水
田
耕
地
は
、
中
世
荒
川
（
筆
者
注

中
世
利
根
川
）
左
岸
の
自
然
堤
防
に
沿
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
」
と
、
b
原
田

信
男
（
一
九
九
九
）
の
「「
お
ま
」
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
越
谷
市
恩
間
に
比
定
さ
れ
、

沖
積
低
地
に
立
地
す
る
中
世
村
落
で
、
そ
の
集
落
は
自
然
堤
防
上
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
」、「
水
田
の
う
ち
七
五
・
二
％
（
マ
マ
）

は
耕
作
が

不
可
能
で
あ
り
、
水
田
を
擁
し
て
い
た
と
し
て
も
、
非
常
に
耕
地
条
件
が
劣
悪
で
あ
っ
た
」
と
の
想
定
か
ら
、
次
の
「
図
１
」、「
図
２
a
」、

「
図
２
b
」、「
写
真
１
」
に
表
す
地
域
を
、
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
月
三
日
「
下
河
辺
庄
新
方
検
見
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
「
お
ま
」
の

「
田
地
」
の
具
体
的
な
場
所
と
し
て
推
定
し
た
。
こ
れ
は
、
管
見
の
限
り
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

②
な
お
、
今
回
推
定
し
た
中
世
の
下
河
辺
庄
新
方
「
お
ま
」
の
「
田
地
」
は
、
近
世
の
「
忍
間
（
お
ん
ま
）
村
」
の
「
村
外
」
の
地
域
で
あ
る

近
世
の
「
大
竹
村
」
の
「
村
内
」
の
地
域
と
な
っ
た
。

国土交通省 国土地理院 「治水地形分類図（更新版）」

を加筆して引用（「図２b」）↓

国土交通省 国土地理院 「治水地形分類図（更新版）」

を加筆して引用（「図２a」）↑
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注（
1
）
大
村

進
（
一
九
七
五
）『
越
谷
市
史

第
一
巻

通
史
上
』
越
谷
市
役
所
、
二
六
二
頁

（
2
）
原
田

信
男
（
一
九
九
〇
）『
三
郷
市
史

第
一
巻

原
始
古
代
・
中
世
史
料
編
』
三
郷
市
、
四
四
八
・
四
四
九
頁

（
3
）
永
井

晋
（
一
九
九
四
）『
春
日
部
市
史

第
六
巻

通
史
編
Ⅰ
』
春
日
部
市
、
二
五
四
頁

遠
藤

忠
（
一
九
九
四
）『
春
日
部
市
史

第
六
巻

通
史
編
Ⅰ
』
春
日
部
市
、
三
四
二
頁

（
4
）
永
井

晋
（
二
〇
〇
九
）『
吉
川
市
史

第
一
巻

資
料
編

原
始
・
古
代
・
中
世
』
吉
川
市
、
二
九
八
・
二
九
九
頁

（
5
）
福
島

正
義
（
二
〇
一
四
）『
吉
川
市
史

第
六
巻

通
史
編
Ⅰ

原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
』
吉
川
市
、
七
〇
・
七
一
頁

新
方
庄
条
里
は
、
下
総
国
葛
飾
郡
下
河
辺
庄
新
方
の
地
で
、
新
方
庄
を
称
え
、
旧
利
根
川
の
現
古
隅
田
川
・
古
利
根
川
・
元
荒
川
・

中
川
に
挟
ま
れ
る
近
世
期
の
新
方
領
と
岩
槻
領
域
で
、
庄
域
内
は
香
取
社
を
祭
祀
す
る
。「
新
方
」
の
地
名
は
、
鎌
倉
期
の
新
補
地
頭

に
ち
な
む
地
名
と
言
わ
れ
る
。
新
方
庄
域
の
条
里
遺
構
地
名
は
、
越
谷
市
域
に
は
大
里
・
上
間
久
里
・
下
間
久
里
・
増
林
字
三
町
野
、

増
田
新
田
（
春
日
部
市
）
に
「
京
ノ
割
、
モ
ノ
割
」（『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』）
等
の
遺
構
地
名
が
あ
る
。[

中
略]

嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）「
新
方
検
見
帳
」
の
史
料
で
見
る
と
、
下
河
辺
庄
新
方
の
「
十
丁
め
ん
分

お
ま
の
分
」
の
地
積
が
記
録

さ
れ
る
。「
十
丁
め
ん
」
は
越
谷
市
向
畑
字
堂
面
の
地
で
、
な
お
堂
面
地
内
で
は
「
十
丁
免
観
音
堂
」（
筆
者
注

「
十
丁
免
観
音
堂
」

の
名
称
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
が
、
加
藤

幸
一
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
日
に
堂
面
の
観
音
堂
で
「
十
日
面
（
と
う
か
め
ん
）」

の
行
事
が
行
わ
れ
る
）
と
称
え
る
寺
院
が
あ
り
、「
お
ま
」
は
越
谷
市
恩
間
の
地
で
あ
る
。
両
地
と
も
旧
利
根
川
の
自
然
堤
防
が
発
達

し
た
所
で
、
十
丁
免
は
古
利
根
川
右
岸
、
恩
間
は
元
荒
川
の
左
岸
で
、
両
地
は
ほ
ぼ
東
西
に
位
置
す
る
。
恩
間
は
南
端
に
大
里
、
北
隣

に
下
間
久
里
（
筆
者
注

恩
間
南
部
の
東
方
向
に
大
里
、
中
部
の
東
方
向
に
下
間
久
里
、
北
部
の
東
に
接
す
る
上
間
久
里
）
と
条
里
遺

構
地
名
が
付
け
ら
れ
た
集
落
と
接
す
る
。
十
丁
免
の
地
積
四
町
歩
の
水
田
を
五
名
で
耕
作
し
、
一
人
平
均
が
八
段
（
九
反
六
畝
歩
）
と

な
る
。
恩
間
の
地
積
十
四
町
七
段
三
〇
〇
歩
の
水
田
を
一
五
名
で
交
錯
し
、
一
人
平
均
九
段
二
八
八
歩
（
二
反
一
畝
一
八
歩
）
ほ
ど
恩

間
の
耕
作
面
積
が
広
い
こ
と
が
分
る
。

（
6
）
原
田

信
男
（
一
九
九
九
）『
中
世
村
落
の
景
観
と
生
活
』
思
文
閣
出
版
、
六
八
・
二
一
三
頁

（
7
）
鈴
木

哲
雄
（
二
〇
〇
五
）『
中
世
関
東
の
内
海
世
界
』
岩
田
書
院
、
九
七
～
一
〇
三
頁

初
出
：
鈴
木

哲
雄
（
一
九
八
四
）「
古
隅
田
川
地
域
史
に
お
け
る
中
世
的
地
域
構
造
」『
千
葉
史
学
』
四

を
改
稿

（
8
）
伊
藤

寿
和
（
二
〇
〇
七
）「
下
総
国
「
下
河
辺
荘
」
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
」『
日
本
女
子
大
学
紀
要

文
学
部

五
七
』
八
〇
頁

前
掲
注
（
6
）
の
想
定
に
対
し
て
、「
水
害
多
発
地
帯
に
お
け
る
水
田
経
営
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
た
場
合
、
得
田
率
の
56
～
57
％

は
む
し
ろ
高
い
と
判
断
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
）
前
掲
注
（
4
）
二
九
八
・
二
九
九
頁

（
10
）
原
文
の
註
（
46
）
貞
治
二
年
七
月
七
日
称
名
寺
領
年
貢
納
帳
（
金
沢
文
庫
文
書

通
し
番
号

五
五
五
〇
号
／
整
理
番
号

二
〇
三
号
）

（
11
）
原
文
の
註
（
47
）
永
徳
二
年
下
河
辺
庄
赤
岩
郷
年
貢
銭
結
解
状
（
金
沢
文
庫
文
書

通
し
番
号

五
五
八
九
号
／
整
理
番
号

二
三
九
号
）

（
12
）
原
文
の
註
（
48
）（
筆
者
注

省
略
）

（
13
）
前
掲
注
（
7
）
一
〇
〇
～
一
〇
三
頁

（
14
）
前
掲
注
（
6
）
八
二
・
八
三
頁

（
15
）
前
掲
注
（
6
）
二
一
二
・
二
一
三
頁

付
録

大
道
村
（
鎮
守

香
取
神
社
）

「
武
蔵
田
園
簿
」（
一
七
Ｃ
中
期
）
二
五
九
石

田
方
一
九
二
石
・
畑
方
六
六
石

「
元
禄
郷
帳
」（
一
七
Ｃ
末
～
一
八
Ｃ
初
）
三
六
六
石

「
天
保
郷
帳
」（
一
九
Ｃ
前
期
）
四
一
七
石

「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」（
一
九
Ｃ
後
期
）
四
一
七
石

大
竹
村
（
鎮
守

香
取
神
社
）

「
武
蔵
田
園
簿
」（
一
七
Ｃ
中
期
）
一
八
六
石

田
方
七
七
石

畑
方
一
〇
九
石

「
元
禄
郷
帳
」（
一
七
Ｃ
末
～
一
八
Ｃ
初
）
二
五
〇
石

「
天
保
郷
帳
」（
一
九
Ｃ
前
期
）
二
八
四
石

「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」（
一
九
Ｃ
後
期
）
二
八
〇
石

忍
（
恩
）
間
村
（
鎮
守

香
取
神
社
）

「
武
蔵
田
園
簿
」（
一
七
Ｃ
中
期
）
二
三
九
石

田
方
一
三
六
石
・
畑
方
一
〇
二
石

「
元
禄
郷
帳
」（
一
七
Ｃ
末
～
一
八
Ｃ
初
）
四
一
八
石

「
天
保
郷
帳
」（
一
九
Ｃ
前
期
）
五
〇
二
石

「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」（
一
九
Ｃ
後
期
）
五
〇
二
石

＋

恩
間
新
田
一
六
一
石

国土交通省 国土地理院 「地図・空中写真閲覧サービス」
MKT-613-C34-5（昭和36年（1961）6月11日撮影）を加筆して引用

（「写真１」）↓


